




様式第８号                                 № １ 

学  位  論  文  要  旨

氏名    貴生      

論 文 題 目

Intraperitoneal phototherapy suppresses inflammatory reactions in a surgical model      

of peritonitis    

 （腹腔内光線療法は腹膜炎手術モデルにおいて炎症反応を抑制する）  

要     旨

【緒言】                                          

大腸穿孔による腹膜炎は、患者に菌血症と極度の炎症状態（敗血症）をもたらす致死的疾患である。標

準治療は手術による汚染物質の除去と薬物療法を主とした集学的治療だが、術後も炎症が遷延し患者が

死に至ることもある。我々がこれまで報告してきた人工太陽光の体表面への照射による抗炎症効果は、

腹膜炎の炎症を抑制する新規治療法開発に繋がる可能性がある。しかし、腹膜炎手術に対する光線療法

の先行研究は無く、腹腔への光線照射が抗炎症効果をもたらすかも不明である。そこで、腹膜炎手術モ

デルを作成し、人工太陽光の腹腔照射による抗炎症効果を検討した。             

【研究対象および方法】                                    

ICR マウスを、無処置群、手術単独群（NT 群）、手術＋光線療法群（PT 群）に分けた。NT 群と PT

群は、lipopolysaccharide (LPS) の腹腔内投与により腹膜炎を惹起した後に開腹して腹腔内洗浄を行い、

その後に PT群は腹腔に人工太陽光の照射を行った。3群間で、局所の炎症反応（腹水中の細胞数、腹
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水中の interleukin-6 (IL-6) 及び tumor necrotizing factor-α (TNF-α) 濃度、腹膜の厚さ）及び全身の

炎症反応（血中の白血球数、血清中のサイトカイン及びケモカイン計 23 種の濃度）の経時的推移を比

較した。次に、LPS刺激を加えたマクロファージ細胞株（RAW264.7）を用い、人工太陽光照射の有無

による細胞活性及び TNF-α産生の変化を評価した。                      

【結果】

局所の炎症反応として、PT群は NT群に比べ、腹水中の細胞数、腹水中の IL-6及び TNF-α濃度が低

下し、腹膜の厚さが短縮した。全身の炎症反応として、PT群は NT群に比べ、血中の TNF-α濃度、顆

粒球単球コロニー刺激因子、monocyte chemotactic protein-1、macrophage inflammatory protein 

(MIP)-1α、MIP-1βの濃度が低下した。更に、LPS刺激後のマクロファージ細胞株において、人工太陽

光照射により細胞活性は変化せず TNF-α産生は低下した。                   

【考察】                                          

本研究から、LPS誘発性腹膜炎手術モデルマウスにおいて、人工太陽光の腹腔照射が局所及び全身の抗

炎症効果をもたらす事が示された。光線療法による抗炎症効果についての既報と比べ、腹腔内に光線を

照射し、太陽光に似たフルスペクトラム光を光源に用い、外科的治療と比較して抗炎症効果を示した点

で、本研究は特異である。また、単球/マクロファージの活性化や遊走に関わるケモカインの発現が PT

群で抑制され、LPS刺激を行ったマクロファージ細胞株に人工太陽光照射を行った場合に TNF-αの産

生が抑制されたことから、この抗炎症効果の機序にはマクロファージの活性化抑制が関与していると考

えられた。                                        

【結語】                                           

LPS誘発性腹膜炎手術モデルマウスにおいて、人工太陽光の腹腔照射は抗炎症効果を示し、この機序と

して光線照射によるマクロファージの活性化抑制の関与が考えられた。将来、人工太陽光を搭載した光

源のもとで手術を行うことにより、穿孔性腹膜炎の炎症を制御する臨床応用の可能性が示された。


